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１． 背景及び目的 

日本は地震や台風などの災害が発生しやすく，社会の

高度化，複雑化に伴い災害脆弱性も高まってきている．

そこで，これまで以上に防災・危機管理対応力の向上が

必要であり，ハード面の対策のみならず，国民一人一人

が災害時に自分の身を守ることができる知識や対応力を

備えておくことが必要となってきている． 

本研究では，施設利用者の防災・危機に関する知識や

対応力の向上のための手法として，eラーニング(注 1)に

よる防災教育の必要性について考察することを目的とす

る．このため，アンケート調査による防災教育の実態把

握と eラーニングシステムの効果測定を行った． 

２． 防災教育の課題と e ラーニング導入による効果 
防災教育の実態を把握するために，アンケート調査と

防災マニュアルの収集を平成 15 年 11 月に実施した．ア

ンケートは①規模と形態，②防災対策の実施状況，③防

災訓練，④防災マニュアル，⑤ e ラーニングへの期待，

の 5 つの内容から構成される．調査対象は，全国の大学

136 校(各都道府県で 2 校以上)と，東京都内の高層ビル

にオフィスを持つ企業 366 社である．回収状況は，大学

が 68校(回収率 50．0％)，企業は 58社(回収率 15．8％)

であった．また，大学，企業のほか，地方公共団体の庁

舎，地下街の防災マニュアルを収集(収集数 20)し，その

内容や構成から防災マニュアルの課題について考察した． 

（１）現行の防災教育の課題 

アンケート調査より，主要な防災教育は，防災訓練の

実施と防災マニュアルの作成であった．しかし，防災訓

練を実施していると答えた 103 対象の 87％(89 対象)が，

災害時に訓練どおり行動できるか不安と感じていた．こ

れらの実態から課題を考察した．現状からみた防災教育

の課題は次の 4点にまとめられる． 

①防災訓練の実施回数・内容が不十分である．防災訓練

は約 7割の 78対象が年 1回の実施であった． 

②災害の想定が限定的である．様々な災害の種類・発生

時間帯・被害の規模への対応が不十分である． 

③教育の対象者が限定的である．防災訓練への参加は，

約 6割が一部のみの参加である． 

④防災マニュアルの内容が周知・理解されていない．理

解の不足は，内容を理解しにくいことが原因の一つとい

える． 

（２）eラーニング導入の効果 

現行の防災教育には上記の課題があることが明らかと

なった．防災教育に e ラーニングを導入することによる

効果として以下の 2点を考察した． 

①防災訓練の実施が困難な災害，状況への対応を学ぶこ

とができる．上記の①～③の課題を訓練の実施によって

改善するのは困難である．e ラーニングの利用により場

所・時間等多様な状況での防災教育が可能となると考え

る． 

②マルチメディアの利用により，理解度の向上，防災意

識の向上が期待できる．現行の防災マニュアルは，テキ

ストのみで表示してあるものもあり，理解しやすいとは

言いづらい．また，数十ページに及ぶマニュアルの自発

的な学習は期待し難いと考える．そこで，e ラーニング

が得意とする点（マルチメディアの活用，学習者が主体

的に学習を進められる）により，学習への意欲を高め理

解しやすいマニュアルを提供できると考える． 

３． e ラーニングシステムの効果測定 

防災教育に e ラーニングを導入することによる効果と

して挙げた上記の 2 点を明らかとするため，以下の調査

を実施する．調査は，平成 18 年 1 月 17日，19 日に行う． 

（１） 調査対象 

小学校における地震発生時の防災教育（学校内での地

震への対応）を対象とする．学習内容が学校内での対応

に限定された基礎的な内容であることに加え，小学生へ

の防災教育は必要性が高く，表現手法の差がより明確に

出ると考え，また，パソコンの操作ができる，ある程度

の自主的な判断ができるとの理由から小学校中学年を対

象とした． 

今回の調査では，福岡市内の小学校 2 校の協力を得，

小学校 3年生 2クラス 62 人，4年生 2 クラス 77人を被

験者としている． 

（２） 調査方法 

2 タイプの防災マニュアルを用意し，それぞれの学習
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効果を学習後のテストで定量的に比較するとともに，ア

ンケートにより主観的な判断や印象も質問する．それら

の分析によって，マニュアルの表現手法による学習効果

の差異を，定量的かつ定性的に検討・評価する．調査の

概要を図 1に示す． 

1 クラスを 2 グループに分け，用意した各マニュアル

を 20 分間で学習し，その後，各マニュアル学習者とも同

じテスト・アンケートに解答してもらう．テストの質問

内容及び解答方法を表 1に示す． 

（３） マニュアルの表現方法及び学習方法 

マニュアルのタイプは，タイプ 1：テキスト版マニュ

アルとタイプ 2：eラーニング版マニュアルの 2タイプで

ある．マニュアルの違いを表 2にまとめる． 

タイプ 1 は，従来利用されている印刷物のマニュアル

を想定したもので，テキストと若干のイラストを用いて

表現する．被験者は，初めに問題のみを受け取り，10分

間で答える．その後，配布される答えを見て自己採点し

ながら解説を読むことで学習する． 

タイプ 2 は，パソコンを利用し，アニメーションや音

声といった要素を取り込む．また，学習者が操作しなが

ら学習を進めていくものとし，一種の e ラーニングと定

義する．学習の進め方は，まず想定状況が提示され，次

に地震発生時の行動が表示される．それに対し被験者が

正誤を選択し，答え・解説が表示される． 

マニュアルの内容は，2 タイプとも同じである．福岡

県教育委員会が作成した防災教育のテキスト 4)をもとに，

学校内での場所，時間別に５つの状況（教室（授業中・

休憩時間中），階段・廊下（休憩時間中），体育館（授業

中），校庭（休憩時間中））を想定する． 

４． 結論 
 防災教育は多くで実施されており，主な内容は防災訓

練と防災マニュアルの作成である．しかし、災害の想定

や，訓練参加者，防災マニュアルの対象者が限定的であ

ることや，内容そのものが施設利用者全員に周知されて

いないといった課題があり、実際には機能するかは不安

と感じている場合が多い． 

本論文では，こうした課題を e ラーニングの活用によ

り改善できる可能性を示した．特に，文書のみの防災マ

ニュアルに比べ，音声やアニメーション，写真などの利

用によりこれまでのものより分かりやすく，利用者の防

災教育への関心を高めることが期待できる． 

このことを実証することを目的として e ラーニングの

効果測定実験で実測した．調査の結果は発表で報告する． 

脚注 
(1)情報技術を活用した学習形態であり，eラーニング白書 3)で
は，｢情報技術によるコミュニケーション・ネットワーク等を使
った主体的な学習｣と定義されている． 
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表 1 質問内容及び解答方法 
解答方法

① 予想される危険 記述式
② 適切な行動について

・学習では、間違った行動に対してその理由
を解説し、テストではそれを覚えているか問う
・学習したうちの3つの状況について（教室・
階段・体育館）

正誤式

質問内容

図１ 調査概要 

①マニュアルによる学習

②学習後テスト・アンケート

タイプ１
テキスト版
マニュアル

タイプ２
eラーニング版
　マニュアル

教室
階段・廊下

体育館
校庭

での震災時
の対応を学ぶ

表２ マニュアルの表現方法 
タイプ１

テキスト版
タイプ２

eラーニング版

特
徴

・従来使われている教材をもとに、テキストと若干のイ
ラストを用いる
・生徒が1人で学習を進められる、問題集形式とする。

・アニメーション、音声等の利用　　⇒理解度を高める
・状況図が順番に表示される　　⇒学習の進行を誘導する

学
習
方
法

１．想定状況の提示、問題（１０分間で問題を解く）
２．答え、解説（自己採点し解説を読む）

１．想定状況の提示
２．問題
３．解答（○・×を選択）
４．答え、解説

表
示
例

　　　　　　問題　　　　　　　　　　　　答え・解説 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←想定状況の提示

　　答え・解説→

休憩時間中に、友達と話をしています。

地震が発生しました！
正解は、

蛍光灯や割れたガラスが落ちてきたり、本棚が倒れて
くる危険があるので、棚や窓から離れましょう。

つぎへ
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